
I
B
.

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場

伐
木
造
材
作
業
の
功
程
並
に

•

勞
働
者
の
體
カ
調
査
に
就
て



伐
木
造
材
作
業
の
功
程
並
に

勞
働
者
の
髏
カ
調
査
に
就
て

、 

丸 

山 

光 

矣 

?

-

調
査
目
的

來

繹

稀

彈

蘿

搭

條

件

i

に
從
塞
し
め
た
時M

は
、
既?

i

卷
?

略

の

馨

は

知

る

茅
 

行

品

U

宀

カ

哭
/r

;

g

携

,

硏
究
し
、
此

間

に

於

芝

冗

時?

無
を?

、
有
効
囑
な
功
攀
知
ら
ん
と 

施
ーn

s

n

訂

ソ
H

U

哭

鶴

邊

左

右

須

芳
?

簷

狀

態
i

し
た
。
伐

蠢

材

の

方

法

糸

帰
.

・

伐
 

態?

扑

、
カ̂

h

京

”1

"

木•
あ

に

要
し
た
勞
伽
時
間
と
出
來
上
り
た
命
太
材
植
課
と
劳
機
の
作
業
前
後
の
健
康
狀 

こ
於
い
い 

囂

驚

ツ

檜

及

若

Lt
吟
味
せ
ん
と
し
た/

伐
木
舞
楽
時
間
の
功
程
票
・
地
は
地
況
・J

S

略
同-

ケ
處 

料

『"

脾

"

鷺

警

?

％

に

よ

る

鬣

は
、?

當

り

て

は

蓊

言

略
し
た
。
栗

餐

方

法

參

正

之
(

昭 

矛!

)

伐
木
材
作
業
の
器
硏
究
に
号
處
多
く
芒
深
謝
の
煮
を
表
す
。

隹
1

»

日
木
林
快
息
笫
22
察

・
'
1
I
M

頁

(

)

調
查
伐
採
區
の
槪
況

一
都
で
、
眺

麗

ニ

ニ〇

に

於

け

る

關

韻

丄

年

屬

鬣

定

地

で 

ノ
八
十
い•5

"

至

篇
!

辭
比
で
砂
ー
壊
土,

申
歟
、
孫

％

あ
る
“

云

・

湖

機

林

で

糸

塁

の

他

風

域

的

・
"

エ
ゾ
・
ト
ド
マ 

”
の
如
樹
米
を
个
し
、
林
制
良
好
で
あ
る
。
沏
葉
初
は
ミ
ヅ
ナ
ラ
。
シ
ナ
・
ハ
リ
ギ
リ
等
京
し
、
南
部
・"

所
に
は
主
と
し
て
ダ
ケ
カ
・
(

を
混



材彩名 村長 廷寸 检尺徑 伽芝

尺 寸
12 3 末口1尺3寸 八方皮剝

大丸太 9 3 以上のもの

6 3

12 3 末口1尺～1尺 99

問丸太 9
2寸5分迄公 

もの
6 .

12 3 末口 G寸〜9寸 〃

中丸太 9 3 5分歩のもの

6 3

J4 
•13

ナン

〃

末口 5寸5分～ 
2寸5分迄のも 
の

〃

J2 〃

11 //

小丸太 10 >/
*

9 ” く

8 〃・

7 fi

G H 1 ■
ゝ

明木 自3尺 布寸 末口1尺以上 lit付
至14尺

のもの

,ヽ

長材 %尺 4寸 末口 2尺2寸以 
上のもの

八方皮剝

力
的
に
健
康
な
る
者
が
從
専
し
て
も
、M

ち
に
一
人
前
の
柚
夫
の
如
き
作
業
が
出
來
る
も
の
で
な
く
、
多
年
の
經
驗
に
よ
り
て®

、々作
業
に
便
な
る 

樣
に
工
夫
改
良
し
て
、
各
自
の
的
力
に
適
合
す,
る
櫟
に
行
は
れ
る
。 

?
 

本
糾
爽
に
於
け
る
把
材
方
法
は
官
行
所
伐
仕
様
書
の
升
葉
樹
に
準
じ
て
造
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
(

饵L

表e

照) 

採
杜
に
就
て
は
官
行
析
伐
申
梁
IC
經
験
あ
る
柚
夫
を
使
用
し
て
副
衣
せ
る
を
以
て
、
胡#

の
特
性
に
應
じ
て
材
長
を
長
村
12
尺
、
”
尺
、6

尺
等 

に
柚
夫
の
意
向
を
照
重
し
て
裁
せ
し
め
た
。
卽
ち
此
の
调
去
に
當
り
供M

木
.

19
本
よ
り
得
ら
れ
た
る
材
神
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

表第

生
す
る
天
然
林
で
あ
る
。
樹
齡
は
襲
樹
に
あ
り
て
は
ク
ロ
エ
ゾ
五
〇.
—
三
五〇

年
生
、
ト
ド
マ
ツ
五
〇
—

一
八
〇
年
生
、
聽
樹
に
あ
り
て
は
五

〇
—
四
五
。
年
生
迄
と
し
、
岗

祁

债

せ

り

。
平
均
尊
ー
碗
針
葉
樹
ニ
七
奇
、
襲

樹

七

八

芝

し

て

、
物
幣
徊
五
〇
也
以
上
の
大
瑩

が
多
い
。

(
3
)

馴
査
木

比

の

黑

は

短

期

間

賢

地

禦

の

た

め

、
理

な

る

费

に

就

い

て

鑿

す

る

事

が

出

來

傘

、
爲
に
伐
採
葛
主
要
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
ク 

“
エ
ゾ;

音

徳
と
し
て
、
課

谊

票

〇
—

二

〇5

迄
の
外
制
上
慢
良
水
セ
ー
九
本
撰
定
し
て
伏
荣
と
し
た
。

(
4
)

伐
木
造
材
の
方
法

伐
木
普
の
方
法
は
、
呼
な
る
地
方
か
ら
從
番
が
菜
合
せ
る
た
め
、
慣

行

に

於

て

業

卷

、
勞
働
作
善
各
人
・
一
定
し
な
顷
つ5

 

控
 

の
乍
・
よ§

福
こ
よ
打
も
の
で
め
る
か
ら
、
各
自
の
胞
力
に
よ
り
作
業
操
作
第
亦
多
少
異
る
が
、.
一
般
に
定"

に
て
行
け
土 

造
村
の
钏
は
冬
御
上
に
て
行
は
れ
る
僞
、
枇
夫
は
先
づ
伐
榮
の
伐
倒
方
向
並
定
め
、
保
の
足
場
を
作
り
、
伐.
苻

を

欢

勇

案

f

 

い％

圍
を
除;

し
、
悴
籠
否
を
密
し
て
樹
幹
に
卷
き
附
・
並
に
作
業
に
不
良
な
る
結
果
を
來
す
诵
黑
障
醫
を
除
去
側
す
ナ
向
バ 

斧

め
-CI

受
口
を
作
り
、
 

反
對
の
方
向
か
ら
墨
以
て
伐
倒
す
る
。
尙

爵

伐
倒
の
途
中
饗
使
用
を

容
君
ら

し
む

嚣
と

材
孫
傷
耕
ぐ
須 

楔
を
打
ち
込
み
受
口
の
方
に
安
仝
に
倒
す
の
で
あ
令
伐
倒
後
克
ち
に
元
口
を
切
疋
し
、
次
に
全
辭
の
枝
如
ひ
を
行
ひ
它
行?

供

眼
7

 

様K

こ
よ
り
豐
を
な
し
順
次
に
玉
切
り
、
 

次
に.
玉
切
た
る
丸
太
セ
順
次
に
節
打
し
て
八
カ
皮
舉
な
し
、
 

柚
吝
身
の
柚
夫
印
の
紀％

汗
入
い 

选
村
受
入
を
火
な
ら
し
む
る
爲
切
口
のW

隔
を
叫
け
て
匿
く
。
之
に
よ
り
伐
倒
よ
り
选
芒
至
る
迄
家
作
業
を
終
了
せ
し
も
の
で
あ
る
。1

し
べ 

"

か
ら
造
材
終
了
迄
の
作
業
は
柚

泰

人

に
ょ
り.
順
次
は
一
定
琴

、
又
一
つ
の
作
柔
が
他
の
作
話
過
程
の
中
に
浜
入
せ
ら
れ
て
阻
別
出
來
な
い

柚
夫
蠢
材
す
る
に
お
り
址
小
の
劳
做
作
業
器
村
功
教
金
拂
の
最
多
な
る
を
念
領
檢
い
て
作
業
す
る
も
の.
で
あ
る
か
ら
、
 

柚
夫
の
健
號 

態
又
は
多
年
の
餐
や
償
習
よ
り
、
各
自
の
才
能
セ
靠
し
つ
、
欲
速
に
造
村
作
樂
上
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
尙
此
の
作
業
は
重
勞
慟
で
あ
る
が
、
杭



央 丙 相 夬

分 芻 JJT wyf 
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r 分 申

迁材努作椀:E势當仝分蜥圖 1仅倒将作企村妾作彳:い・分您余灸働お
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表第

加諸| 材 長 * R
,長ノ 材 26芥ゆも 〇 2 *

普通:丸太

\2
9
6 ,厂

ヘ・

1C 〇

3
1

小メし太 12 4

51 木 12
6

H 1 
1

砰 11 2

柴

2i ス毛
善

邕

TもH
母

どg §
史

辱

5 8 9
奇 

恭 
ー建

点や降

罔

濃4

※
 

伝

尊

覇

吕

3 •a
3E
澄

囹

S2 
留

忡

1
觀

f
空・

§ §

さ
§ 鬟

き

§ 
CJ

卷 
呂

魏 

0
§ 

づー
1 

—1 ■ ■ — ■
S 

つー
歡

2
_ §

1 导

一«_

罷 
目1〇

近
¢3

6
〇

G 
冷 設

(5) 

勞
働
作
業
に
使
役
せ
る
柚
夫(

第3

表)

本
納
衣
に
使
役
せ
る
柚
夫
は
奇
森
縣
yf-
邊
地
凉
の
者2

名
と
、
北
海
道
定
111
淡
産
の
者1

名
で
、
每
年
定
山
溪
官
行
斫
伐
辨
業
に
從
事
せ
し
も
の 

で
わ
る
。3

人
の
柚
夫
を.
-i>
び
し
は.H

仃
所
茂
に
染
合
せ
ん
柚
夫
の
多
數
よ
り
毎
年
の
伐
木
遭
材
作
業
功
程
我
に
よ
り
、
・
業
主
任
が
身
臨
性
質
並 

に
技
罷
を
酒
慮
し
て
三
階
級
に
分
ち
H'
は
上
級
、
乙
は
中
級
、
 

丙
は
下
級
の
三
者
を
推
游
せ
し
め
た
も
の
で
ib
る
。

(
6
)
 
7

日
間
に
於
け
る
勞
働
老
各
人
毎
日
の
作
業
時
聞
劉
查
並
に
線
括
豪
(

第4

表)

10.fr


補 夫 ra 柚 夫

・分 毕 所5S ' 百 分 »H
1磨險布 选村努作械正勞险仑必働祐

時閱に冒炸間に對:冏に容す 所幽旳問畤間に明時間に第咛間に我間に夠す
する富合［する割合!ろ割合 する明糾する劉创すも剤@る刮合
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附第｛表

促凉月日 2月14日

毬 ®

甲 柚______夫 乙

所要(ーでー

伐伊分作H
...

する佩合卜

分 務

段:M勞但純正将飾: 
冷間にM時冏5 
する割咨:する割伟

S

を将毋時 
昭に只す 
る踏ー

所® 1

勞働昭間

百

代倒努作 
時間に對 
する割合

伐k
-- 5

3

7

J

57

76

6.58

3.95

9.21

5.26

75.00

100.00

1.22

〇.;3

1.71

0.98

13.94

1睡

0.7S

0.47

I. 09
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S.S6
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\

3
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附第2 ,

代採月r 2月侦日 天餃 小鬱

努 f

M

•伐

•

仁

•

材

純!E

普

汕

唾

間

題

toのJ

W: 1

除・!；

［ミ倒方貝

嵐W 9

な口仰会

M 处
排 役
合せ

グ!口切直

0r 53

分節時IK

4

3•
13

6

32

t S8-

6

皿

4
84
OS
32

'20
3

34
345

408

39

103

142

545

甲

r

伐倒?M4 
1時間にJ) 

1する飼合

6.90

5.17

22.41

1031 •*
55.18

100.。 >

墮 

t i

E時間に事
Mする劇会

1.74
27.24

L1C
24.34
19.71
心

6.80
0.87

0.86
100.00

A .

う 

a-

「する割«: 

0.90

.0.74

3.23

1.-J9

7.94

14.39

1.49
23.33

0.09
20.84
10.88
7.94
4.96

0.74
8.44

85.61

100.00

定

申

凭疑諷 

jrarcw-i 
rる富合

0.7：1

0.55

2.30

1.10

3.S7

'10.M

L10
17.V5
0.73

15.11
1S.1S
A.S；
3.G7
0.55
6.24

63.30

73.91

7.16

7.16

18.9)

£6.06

100.00

所興
F
•分櫛時诉

4

1
• '

5

36

48

7

19
3

「6

12
92

9
1

13
223

270 ；

12

25

37

102

88

西

497

乙

1疽

便倒努«展
1時間に抑
する加合

1.33

2.08

4.17

L'J2

茶)0

1.00

* ■

R. • ' _:

枕お

湖垣

玉切 

员tr

& :M： 
木真 

KBMA

玉切除び、.
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糊高符
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«! 夬 丙________柚 夫

.■・『ハー・、・".一, . •、,.
芥 斐:

百 分 率

iSめ努作純正分渤|全努瓮昭 
明忻には時冏に别間に我寸

侃钢莎作迅和％•作沌正势岡 s〃跡％ 
尸況咛的時的に到側〇］に我時間に?J間に対す

宀:,•,•.•冶-;J 划金一
• 一“•- ・、• • • 5 ... ;•

0.47

0.1T7

0.13

1.47

1L10

13.04

0.51

0.21

0.10

1.13

8.54

1'.49

::

1

1

州

5578 1

3.85

L2S

1.28 |

23.08

70.51

100.00

0.00

0.39

0.30

O.M

0.18

0.1 s

6.42

10.57

"・い

3.23

9.SK

14/'1

2.01
9.91
0.46

27.野
15.94

8.05
8.92
0.77

20.64
100.00

由

8.06
0.41

23.66
13.77
6.95

7.62
0.67

22.99
&iお6

1.34
6.58

0.31.
18.19
10J»S

5.R4 
r>M 
0.51

17.68
66.39

10
26

1
1C8

23
70
10

2

1
254

3.94
10.2-1
0.39

42.51
9.96

27.5!?
2.94
0.79
1.57

100.00

3」)1
7.83

0.30
32.53

6.93
21.08

3.02
0.81
1.2)

70.51

L8) 
4.07 
0.18 

19.37
4.13 

12.57
1.80 
0.36 

0.72 
45.00

100.00 76.88 332 / | 100.00 | 59.61

•

■

1.64

3.39

5.03

11.72

6.37

23.12

17

41

58

112

55

225

I
'・い

1

3.05

7.36

10.41

• 20.11

9.R7

40.39

100.00 557 100.00

1
エゾマッ

29 m\
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附第R表
仰採月日 £月16 H

分 ®

朝

倒

懸

村

純!E

Vt

而

の

麴

險«_ 
代側方何 
决 定
..」

丹__性

所® 1

If 
建剛時間G

•

3
・ヽ

3

l-t

2S 

s

：;o
3

35

17

5

2
115

143 

郭

甲

$間に鉗0
■

21.43

10.71

7.15

10.71

50.〇!)

1

相

•
分

寺間に件1
ケる割帝

6.96
26.09

2.61
30.43
14.78
13.04

■J.r5
1.74

100.00

夫

WHE勞宙・ 
瑁［H!に針1

-.2 '

2.10

I. 39

2.10 :

9.79

19J>8

5.59
20.98 :

2.10 1

24.1S

II. 89
1019
3.50
1.39

• 8142

100 00

q努陽恣 

micn-i- 
遂・丄

2.13

1.06

0.71

I.CC

4.97

Q竺

2.S4

10.64
1.06

12.41
6.03
5.32
1.77
0.71

40.78

50.71

1177 と

12.77 
へ

36.52

49.90

所5?

努»B細

9

1
,•・ヽ

1

4

ゾ

42

9
3S

4
46
30
27

6
2

162

204

30

46

66

102

43

211

乙

百 

raw 
咚間に對 
FI合

21.43

2.88

2^8

9.53

64.29

100.00

受口製作 

iW 
排ー_

合・匹

元口字匹

枝掃

渊®

壬 切

fiii打

夜W
を直

re»A

会n 

勞®

1可 招
損央南卜

不可5E 
m火哓仰

時［步

問・恰

か 36

103

1

139

行時［K 
fii 

他時川

S

縛 的 282 100.00 415
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エゾマッ 
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_业 夫 丙 柚 夫

分 耳 I
it 33 a 分 R

造村劳作純正旁働仝步価時 伐倒瞥作?&材劳作純正旁钩仝勞働話
啓間に费BsinjKarojに對す 努海$間咛冏に對的間に歸哗冏に對間に!4す
する割合する％含主:险ー 1する荆创する割創する咽创る.合

8.(6 1.91 •7 12.28 耶5 1 51

Ogl 0.19 1 1.75 0.33 0.22

051 0.19 4 7.02 L34 0.86

1.53 0.90 11 24.50 4.68 3.1

8.86 5451 31 5439 10.37 6.08

［侦7 8.79 57 100.00 19.07 22S
3.91 3.36 2.10 4 1.65 1.34 0.86

20.64 17.73 11.09 25 10.33 8.36 5.39
1.07 0.92 0.57 3 1.24 1.00 〇・''5

88.08 32 72 20.46 106 43.80 35.45 22.86
11.39 9.79 6.12 35 14.40 11.71
15-33 13.15 8.23 36 14.88 12.04 7.75
4.37 3.67 2.29 14 5.79 4.G8 3.01
0.71 0.61 0.38 1 〇 41 0.33 0.22
4.63 398 2.49 18 

ヽ
7.14 6.02 3.88

100.00 85.93 53.73 242 100.00 8J.93 HS.16

IW.OJ 62.52 29〇, ■ 100.00

1.H3

7.07 30 7.75

8.60 36 7.75

19.70 97 20.91

9.18 32 6.90

37.48 165 35.5G
100.00 464 100.00

エゾマッ
28 m

7〇〜80(3D
7.08 呻

伐採月日 ・月に日 天做 砲

附第4夜

努 !

種

e 〇

M

甲 相 夫

听技一己一

|供倒硏馋村勞作純 芬・肉

3に甜時卩・
する劉合’する割合する削部 常會

乙

廚提ーm 

g倒洲: 
飴努珂問郦M明 

する割含

伐

h s
网’.

__定

.’匚 S

3
〇»•

3

4.S4

4.84
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0.65

0.08

0.68

0.45

0.45
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5

2

1

4.99

1.96
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倒

受口晚

搜…建

5
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元口切Kt !•' 4.2G S.65 2.38 13
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22.34
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l.W
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3

’玉切
- --
争・打
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62

22.07
16.49

18.95
14.16

12.33

9.21
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取遍 85 22.01 19.40 12.63 52

_±_如 27 7.1S 6.16 4G1 57

粉

.一人

玉切除餐

3
8

0.79
2.13

O.GS
1.83

0.45
1.19

fi
172

舍針 376 100.00 85.84 55.87 C4G

椀正 努働 428 100.00 65.08 748 1

普

通

時

W 敗 
拗失時間 
示町避 
損失晴間

小 ;;1
坦宣四間
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142 ,

13.82
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S3
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初 夫 丙 抽 夫

分 率 所盘 百 分 率

讶村努作純正勞颱全分!t時 
時間に對陟間に對間に甥す 
する»合1する割合ろ割合

阻倒分作退村努作純正努償:"分蜘$ 
劳飮時叫時間に别時間に對峙間に?!間に拦す

1する制佃す3希合!する粮弛堑金

1.75

0.15 ；

0.29

0.74

10.08
■ 1

IV】

I. 30

-0.11

0.22

0.54

II. 92

14.09

V.17
7.13
0.43

11731
6.83
,&B8

0.98
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6.17

60.02

32

1

3

U1

21

1GS

19.04

0.59

1.78

66.09

13.50

100.00
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0.16

0.48

17.67

3.34

邱.75

3.4 •

0.11

0.32

11.81
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3.61
11.91
0.72

45.49 
11舶 

14.83
1.62
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10.29 
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11.99
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3
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3
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46)

B
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5.22
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0.48
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2.70

12.20 
"2 
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■ 100.00 | 74.11 638
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I 100.00 66.81
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附第5表

伐採月日 2月18日

努 の

極 類

甲 柚 夹 乙

折 耍

勞働時間

百 分 率
晩«如瑯岫、|額函恥加婀 

時間に招時間に勤時間に科間に斜す 
する剖合!する剖合!する勵含る倒合

折要•ー」一已

祉倒勞作 
谷幽時間咛間に對 

する,尚

伐i
除—必 

径倒方向 
決 定
林W V3 
钟 除

受口作興 
旧

合册

5

3

7

7

24

40

10.87

6.52

15.22

15.22

52.17

100.00

2.14

1.28

2.99
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10.26

19.G6

1.34

0.8.*

1.87
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6.42

12.30
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1

1

5
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46
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皮 伞

木 ift
阻理入 

除
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4
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3
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•

/
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14.36
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8.51

1.60
12.23 

100.00

3.42

14.06
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21.35
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6.84
1.28
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80.34
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9.30
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43
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2
】:：
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純正努働
■
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普

通
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損火時肛

歩行時nr 
輕ー便
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附第7表

伐採月日 2月2 U ヲW晴

甲 柚

牛 奇
類

做合

分備

伐倒する建定 

；x 3 t 乙・PJ 
嗣希より«早 

く前木の伐倒 

よn造材仕上 

平去・:均此の 

木を就定に入 

れたり。

伐倒世る時冏 

のな自は印抽 

夫の伐倒せ・あ 

吟一縮に根元 

1u倒れたる 

ものを透村せ 

しためなり。

所婆・ ハ

I仅倒呀作成豺勞作純正将幽会必佐時 
労圈略間咛浦に科暗問に眾阳間に互間におす 

;する:科合!する削合’する耕合る割合< I ～ - --・一-     —» Fl    —

極

«

倒

除以 
伐倒万債 
風定 

神再物 
.-；• M

.

1受P作三 
掰K?及 
挾・林
含・

无口切迎 い 03 8.00 5.9：,
& 栈 倉 13 2.09 2.69 1.8

浏 長 3 ('.63 0.62 0.41

星切 I-1I 29.10 29.19 19力)

宜 打 38 7.87 7.87 &/20

电 匆
73 16.11 15.11 10.1'>

水 血

feM A

•, 11.83 11.80 7.88

4 0.84 • 0.M
农«声・1

1以ノ

材 111 ' 22.98 22.98 15險

合針 483
• < ■ <

100.00 100.00 r 66.8)

純】E努的 4$3 100.00 06.8

篝i 
懲

吟

間
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不ず况 
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合 st

97
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竺

•
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10000惓・計 723
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创 a
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材 枚
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〇〇 O1!
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代 伐倒方向

T宙烏

[•..

2 刪廉及 
倒 挾ー ー溟

甲 柚 夫 乙

所一 ・一
伐例妙俏迪え "W： •:、•二、働;'.

努償雌何時間に戲踮鶴に對 m •仁",' ♦'
1十る削仓する铜企すて制©る割合

所J______

■.
劳圈時冊時岡に對

する割合

3

3

2

4

(00

U2_

2.68

2.68

179

357

89.28

100.00

0.5>

0.59
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0.06

1%52
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0.40 
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0.27 

0.55 

13.5、 

15.12

12

1

2

5

110

13、

9.23

0.77
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100.00
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4.51> 
n(17

2'
66

4
232

63
82
9
1

把鮮A 〇 ' »〇〇 -
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5.13
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以
上
伐
木
造
材
の
總
括
表
に
於
て
甲
、
乙
、
丙
の
各
勞
勵
時
間
を
比
較
す
る
に
甲
は7

日
間
に
て7

本
、
乙
、
酉
各G

本
S:
伐
倒
倒
造
せ
し
全
勞 

働
時
IH1
は
甲
三
九
八
一
分
、
乙
三
九
一
丸
分
、
両
三
四
五
六
分
な
り
。
站
を
柚
夫
別
全
勞
働
時
nil
に
野
す
る
割
合
を
百
分
率
に
て
見
る
に
甲
九•

六 

〇％

、
乙
一 〇

・
七
四％

、
丙
ー
ー
-7
七
〇％

を
示
し
、
 

造
材
合
計
で
は
甲
五
八
・
六
〇％

、
乙
五
五
・
二
〇%

、
丙
五
〇
・
二
六％

专

。
純
正 

勞
働
に
於
て
も
甲
六
八•

二
〇％

、
乙
六
五
・
九
四％

、
丙
六
二
・
九
六％

を
示
せ
リ
。

(
7
)
 
7

日
問
に
於
け
る
柚
夫
別
功
程
終
括
表

段5
快

S C< -3

G 〇 7

昌金豈 

お旨驾

w5>
:j
1

二 SS S
昌豊w 

____________ 31

交澄21 i %

郢1
S §ん額

使
役
柚
夫3

名
の7
 
H

III1
に
於
け
る
功
程
を
飽
る
に
、
造
村
商
は
甲
一
五
一 

・
〇
五
石
、
乙
二
二
三•

八

.71.
石
、
並
ー
ー
ニ•

三
二
石
な
り
〇1
 

石
當
リ
の
所
耍
時
1111
は
甲
二
六•

三
六
分
、
乙
二
九•

二
八
分
、
丙
に
て
は=

〇•

七
七
分
を
耍
し
、
同
一.
個
所
に
於
て
別
々
に
勞
働
に
從
事
し
た 

る
も3

人
(〇•
技
彌
が
異
れ
る
關
係
上
、
功
推
に
著
し
き
和
違
5:
生
じ
た
。
甲
は
乙
よ
り
も1

石
當
リ
の
時
間
に
於
て
二
・
九
二
分
早
く
、
丙
よ
り
も 

四
・
四
一
分
早
い
。
乙
は
ri
よ
ひ
も
ー
。
四
九
分
早
く
是
簪
の
功
程
は
全
仕
本
に
對
し
て
示
す
も
の
で
、
 

各
袖
夫
は
仕
部
の
段
取
り
働
き
振
り
、
更 

に
力
芝
於
て
個
性
を
現
す
も
の
案
る
が
、
短
期
間
の
黑
に
於
て
も
充
分
發
揮
せ
し
め
ら
れ
た
。
本
襲
に
於
て
は
各
柚
夫
の
個
人
差
を
特
に 

税
は
れ
る
様
な
手
段
驀
ら
す
、
 

各
抽
奇
同
一
條
件
の
下
に
票
し
め
、
各
柚
夫
の
功
程
を
模
倣
す
る
狀
態
に
啓
た
る
に
拘
ら
ず
、
甲
、
乙" 

丙
の
順
位
S:
示
す
は
、
技
倆
の
證
な
り
と
者
へ
ら
れ
る
。 

、

今
柚
夫
別
各
作
苧
石
治
り
箭
總
括
表
を
紀
す
れ
ば
第6

表
の
如
し
。

滂6

柴
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若 
糸 
留
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堂

5 S S 
よる会

薛

警

p's勺 

骂§3

曹

顋 
感

二 9 8
をM忘

上
表
の
如
く
伐
倒
勢
作
時
間
は
甲
、
乙
、
丙
の
順
位
を
示
し
、1

石
常
リ
で
は
甲
は
乙
よ
り
も
〇
・
六
二
分
早
く
、
両
よ
り
も
ー
・
三
・
八
分
早 

い
。
乙
は
丙±

リ
も
〇
。
七
六
分
早
く
伐
倒
す
る
中
が
出
來
、
又
造
材
踣
作
時
間
に
て
は
甲
、
丙
、
乙
の
顏
位
に
し
て
、
甲
は
丙
よ
り
も
〇
・
〇
二 

分
早
く
、
乙±

り
も
〇
・
七
二
分
早
い
。
丙
は
乙
よ
り
も
〇
・
七
〇
分
早
く
造
材
す
る-
'K
が
出
來
る
。

務7

炫

a 題港立

〇 〇 〇
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111
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5 i:

尙
純
正
劳
作
時
は
甲
、
乙
、
丙
の
照
位
に
し
て
、
甲
は
乙
よ
り
ー•

三
四
分
早
く
、
丙
よ
り
も
ー 

・
四
〇
分
早
い
。
乙
は
丙
よ
り
も〇

•

〇
六
分

____ 1G



寻 N

M多以

§ § §

終昇貝

S? & G

を昌g

a傷

S 3J b

ゑ快m

G 7 5
s a

to 2 2 1
侦三«
2 8 9

芯

糸
 

爵 

目 

s

s

s

^

 

洲

目

優

顽

却 

ー

「 

1

1

1

 

目

玲

 

*

早
い 

普
通
47
作
時!
III
で
は
甲
は
乙
よ
り
ー
・
丑
ハ
分
い
く
內
よ
り
も
三
・
〇 

一
分
早
い
。
乙
は
丙
よ
り
も
ー
・
四
三
分
早
く
齢
紀
の
造
材
菸
作
峙 

nil
で
は
甲
、
丙
、
乙
の
順
な
り
し
も
普
通
時
luj
よ
り
姑
れ
ば
丙
は
ー
ー 

・
四
〇
分
で
、
乙
は
九
・
九
七
分
共
の
懲
ー 

・
四
三
分
な
り
。
丙
は
乙
・
に
比 

し
普
Hfl
時
間
中
の
休.m

時
期(

損
失
時
間)

多
食
史
知
る
。
此
の
善
額
を
生
じ
帯
因
を
探
ね
る
爲
主
災
労
働
の
各
過
程
所
要
時
間
S:
總
括
し
て
、
 

石
當
り£

表
記
す
る
に
第7

表
の
如
く
で
あ
る
。

枝
棉
時
間
と?
-li
打
、
皮
剝
咨
斧
を
使
用
す
る
带
働
を
綜
合
す
る
に
、
甲
は
乙
よ
り
も
斧
5:
使
用
す
る
時
間
が
〇
・
四
四
分
遅
く
丙
よ
り
も
〇•

二 

六
分
早
い
。
乙
は
丙
よ
り
も
〇
。
七
〇
分
舉
い
。
又
鋸
?-
使
用
す
る元

!
：1

切
ire
及
玉
切
苟
働
時
lln
を
總
合
す
る
に
、
甲
は
乙
よ
り
も〇

•

七
八
分
早 

く
丙
よ
り
も〇

•

九
三
分
早
い
。
乙
は
丙
よ
り
も
〇
・ 

一
五
童
い
狒
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
卽
ち
乙
は
甲
、
丙
に
比
し
斧
使
用
の
場
合
に
優
秀 

な
能
率
S:
舉
げ
る
こ
と
は
甲
は
枝
拂
、
節
打
や
乙
よ
り
も
丁
壊
に
な
す
た
め
乙
よ
り
も
多
く
か
、
る
と
思
は
れ
、
丙
は
年
齡
と
將
格
甲
、
乙
よ"

劣 

れ
る
故
力
量
の
混
に
協
囚
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
义
鋸
使
用
の
場
合
甲
、
乙
、
丙
の̂

位
な
る
は
、
甲
の
兆
齡
乙
、
丙
よ
り
も
若
・
きn

牽
引
力
の 

浅
に
WIW

す
る:

の
と
思
考
せ
ら
れ
る
。
又
純
正
勞
働
時
間
と
普
通
時
間
と
の
關
係
を
見
る
と
第8

表
の
如
く
で
あ
る
。

洪8

廊

7

 

R

 _
=
"

添 5
 

D

 
罪
三
圈

上
表
の
如
く
純
正
勞
働
時
間
が
全
勞
附
時
間
に
用
す
る
削
合
は
甲
は
六
八
。
一
七％

、
乙
は
六
五
。
九
7£%

、
丙
は
六
二
・
九
五％

に
し
て
、
甲

2)——

は
乙
よ
り
も
純
正
勞
働A

・•
ー
。
ニ
ニ％

多
く
、.
内
よ
り
わ
五
。
ニ
ー 
ー
％

多
く
び
働
し
、
乙
は
両
よ
り
も
三•0

0
%

多
く
勞
働
せ
り
。 

又
担
失
時
問
で
は
乙
、
甲
、•
内
の
哝
に
し
て
甲
は
乙
よ
り
も
ー
・
ニ
ニ
霧
拿
く
Hi
失
し
、
両
よ
り
も
六•

四
九％

少
な
し
。
乙
は
丙
よ
り
も
七
・ 

匕
ー％
m

失
時
向
少
な
し
〇
こ
れ
は
甲
は
不
可
避
時
111]
だ
け
で
nr
避
時
は
な
い
が
、
乙
。
丙
は
年
齢
に
比
例
し
て
多
い
。
尙
今
回
の
調
査
に
於
て
一 

つ
の
作
業
又
は
全
作
衆
が
終
了
せ
る
時
に
休
皿
は
抽
夫
の
自
山
に
し
、 

次
に
伐
採
す
べ
き
鶴

希
定
し
新
た
に
作
業
に
移
る
場
合
の
迷
繁
除
斐 

た
る
に
乙
、
両
は
10
分
內
外
の
出
夫&

な
し
、
全
作
業
に
て
は5

I
B

時
11]]
餘
にH

る
萍
働
に
從
珈
せ
る
關
係
上8

I
W
%

の
扱
失
時
問
を
生
じ
た 

る
は
常
然
の
こ
と
で
、
柚
夫
の
熟
練
程
度
が
此
の
批
失
時
間
の
浅
额
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
戡
備
及
步
行
の
曲
に
於
て
も
丙
、
 

甲
、
乙
の
时
に
し
て
、
両
は
甲
よ
リ
も
ー•

二
七%

少
く
、
乙
よ
り
も
四

。-L

一％

少
い
。
甲
は
乙
よ
り
も
三
・
四
四％

少
い
。
丙
、
甲
、
乙
順
位 

の
注
は
歩-
行
時
时
は*
•

も»

茲
少
な
れ
ど
も
、
鋸
の
目
立
や
斧
の
研
廚
す
る
時
間
幾
が
蠢
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
 

甲
、
乙
、
内
は
休
蒔
間
中
に 

鋸
の
目
立
を
地
行
し
、
斧
の
硏
督
的
小
定
後
夜
施
行
し
、
兩
作
梨
を
醫
時
間
に
併
て
遡
资
せ
り
。

以
上
伐
木
造
材
の
各
作
雳
程
の
主
要
な
る
も
の
に
就
き
甲
、 

乙
、
両
の
勞
働
所
娈
時!
111
に
現
は
れ
た
個
人
穹

檢

时

せ

眞
1

石
當
り
造
蕊
 

に
si
す
る
機

峙

間
は
、
甲
は
乙
よ
り
も
10%

早
く
、.
内
よ
り
は
15%

早
い
。
乙
は
丙
よ
り
も5
%

早
く
て
す
ん
だ
。
站
に
よ
り
て
見
る
如
く
甲
、
 

乙
、
丙
の
按
倆
膳
然
た
り
。

次
に
抽
夫
が
代
倒
よ
り
造
材
に
至
る
作
業
動
作
を
大
觀
し
て
、
主
と
し
て
斧
、
鋸
、
木
翅
、
ス
コ
ツ
ブ
等
の
道
具
を
使
用
す
る
陽
合
と
測
長
、
記 

號
入
柘
の
腕
力
を
用
ひ
な
い
場
合
と
を
區
別
し
て
、
透
材
村
弑1

石
牧
り
の
勇
働
時
間
を
琪
針
す
れ
ば
第9

表
の
如
く
で
あ
る
。 

同
表
の
如
く
斧
便
用
の
均
合
は
甲
tt
乙
よ
り
も
四«

六
七％

多
く
、
両±

り
は
二
・
四
六
务
多
い
。
乙
は
丙
よ
り
も
二
・
ニ
ー％

少
い
。
鋸

器
 

の
埸
合
江
甲
は
乙
上
り
ん
一 

・
九
叫％

少
い
。
両
よ
り
は
ー 

・
三
一％

多
く
、
乙
は
丙
よ
り
も
三
・
二
五％

多
い
。
木
廻
にC

は
甲
は
乙
よ
り
も
ー 

•

九
二％

多
く
丙
よ
り
は
〇
・
三
五％

多
いn

乙
は
内
よ
り
も
ー
。
五
七％

少
な
い
。

ス
コ
ッ
プ
使
用
で
は
甲
は
匕
よ
り
も
九
・
一
五％

小
く
、
丙 

よ
り
も
三•

三
九％

少
い
。
乙
は
丙
よ
り
も
五
。
七
六％

多
い
。
柚
夫
の
作
業
の
內
で
铮
及
錠
使
用
の
功
拙
で
柚
夫
技
能
の®

勿
の
分
れ
る
所
で
あ 

っ
て
、
是
に
よ
る
と
甲
自
斧
使
用
を
得
意
と.
し
、
甲
作
業
全
龍
の
二
八
・
丸
四％

5:
示
し
、
乙
は
勢
使
用
を
翌
意
と
し
乙
作
業
全
罷
の
二
九
・
ニ
九 

• 
%

に
當
り
、
丙
は
斧
使
用
を
得
竄
と
し
て
丙
全
體
の
二
六
・
四
八％

を
示
せ
リ
。
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95 〜110 甲 3 14 17 4 21

乙 4 15 10 : G 25

丙 6 17 23 12 :;5

85—00 甲 1 17 18 〇 27

乙 づヽ 16 G 25

丙 2 16 18 11 32

70～80 甲 3 14 8 22

乙 3 16 19 12 31

丙 3 12 15 S, 23

80~S3 甲 3 15
虹

11 SV

乙 3 15 1$ 1 n 29

丙 3 16•
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2

G5〜70 甲 4 24 28 !〇
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円1 2 13 5 11

K£ 
控 
Rt

柚
夫

代 貌

正 1
cn

职〜55 甲

芬

4 20
が 分

•10

乙 6 2 1 28 28

丙 3 广i 的 20 4-1

五-

ニ

〇.
ゆ
の
六
陪
級
に
分
け
た
。
各
試
案
毎
に
倜
充
し
た
る
成
績
矗
級
別
匸
分
け
、
 

心•

級
別
領
鸞
祚
曹
所
要
時
間
を
求
め, 

答
作
業
篆
時
間
を
胃
々
仙1

石
富
り
に
就
き
算
出
す
る
と
第
沽
表
の
如
し
〇

第
い
表 

飛

級

別
1

石

當

り

の

备

時

間
.

上
表
に
よ
っ
て
甲
、
乙.

丙
を
姑
る
に
伐
倒
、
您
材
、
晉
通
の
各
勞
働
作
業
時
IIH
は
對
尚
近
徑
の
堪
大
す
る
と
共
に1

石
當
り
の
時
|;|1
う
減
少
す 

る
傾
向
が
淡
め
ら
れ
る
が
、
公
驗
翩
登
木
の
少
き
た
め
共
の
關
係
を
明
瞭
に
す
る?K

が
出
來
な
か
っ
た
。
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本
調
撤
は
伐
木
造
村
の
功
混
調
査
と
併
行
し
て
施
行
せ
る
も
の
で
、 

一
定
組
縊
下
に
集
め
た
富
者
の
日
常
生
活
は
、
 

各

総

者

共

略
同
様
な
る 

於
態
に
あ
る
も
め
と
谷
做
し
た
。

一
日
屮
の
生
活
狀
態
は
朝5

時E

イ
レ
ン
で
起
床
し
、 A

時
乍
に
河
裝
“
時
に,

に
向
っ
て
豊T

•

イ

レ
ン
で
各
芳
働
者
は
活
働
し
、
正
午
は
各
現
翊
に
よ
り
て
係
大
で
あ
っ
た
。
午
後
は
お
時
よ
り5

時
の
nil
に
備
小
屋
し
、8

時
に
は
寢
床
の
サ
イ
レ 

ン
で§

し
て
一
日
の
行
事
を
格
了
す
る
も
の
で
、
此
の
nil
に
あ
っ
て
喙
柚
夫
も
亦
全
勞
慟
者
と
同
一
行
動
を
と
り
、
何
部
玲
制
的
回
限t

k

 

か
っ
た
。 

<

作

審
3

査
は
普
姑
食
後6

時
の
出
發
迄
c>
間
に
於
て
翠
柚
夫
別.
に
呼
吸
、
脈
招
、
血
壓
、 

肺
活
斌
、
極
力
、
昔
施
力
等
を
檢
究
し
、
作 

業
後
の
羽
亢
は
W-
日

•&-
脾
・
養
hll
夹
が
作
栄
後
同
一
Ki
tt
fce

TJ
し
-r

"

 z

il'i
ち
に
作
業
前
と
同
じ
陶
我&

施
行
し
た
。 

前
肥
の
榮
方
法
は
聂
合
理
的
な
る
罂
方
法
に
非
す
し
て
、
作
崙
の
栗
は
現
埸
に
到
着
し
て
作
業
開
播:g

に
檢
在
し
、
 

正
午
喪
麝 

に

源

の

程

度

社

聲

じ

、
午
後
の
作
点
終
了
後
it(
ち
に
調
蘇
檢
定
す
べ
き
徐
定
な
り
し
も
、
山
の
登
降
鄭
搬
に
諸
檢
定
、
 

器
の
精
密
度
に
支
障
を
・
 

來
し
、
測
定
困
難
な
る
を
以
こ
敢
記
の
方
法
に
據
り
て
幽
登£

施
行
し
た
。

(

10)

柚

夫

別

に

よ

る

健

力
 

- 

今7

日
間
の
柚
夫
刖
に
訓
等
項
を
平
均
し
て
見
る
に
、 

鈴
表
の
如
く
で
あ
る
。

T

 
ff

迷

煎

姦
f
e

尝

応
©

慈
S

笠

隊

財
(
7

垣
耳F

芯)

處
3

富
M

1
3
6
.
1

一

,
一

宅

1
5
1
.4

_〇

W =>

芯井

Us

3
6 •

エ37 .O
3
5
.
T

上
表
の
如
く
呼
吸
に
於
て
は
甲
、R

共
作
業
前
よ
り
作
楽
後
の
方
多
く
、
乙
は
作
業m

後
同
樣
で
あ
る
。
是
は
作
鄰
後
の
方
多
く
な
る
は
然
然
で 

膽
搏
は
甲
、
両
作
一•,
沛
の
方
多
く
、
乙
は
作
衆
後
の
方
多
し
。
血
廠
は
乙
、
両
作
業
前
の
方
僅
力
に
多
く
、
甲
は
作
業
後
の
方
僅
か
に
を
き#

示
し 

据
力
に
於
て
は
甲
、
丙
价
筑
前
の
方
左
右
共
俚
か
に
多
く
、
乙
は
作
業
後
の
方
左
右
共
僅
か
に
多
き
を
示
し
、
肺
活
米
に
至
り
て
は
甲
、
乙
共
作
業 

前
多
堂
を
示
し:

内
は
作
楽
後
の
方
僅
か
IC
多
し
。
背
筋
力
は
甲
作
業
前
多
く
、
・乙
、
丙
共
作
菜
後
の
方
多
し
。
以
上
を
31
じ
て
見
る
と
、
甲
は
年 

齢
若
く
、

一
日
の
伐
倒
造
林
勞
働
作
業
を
精
一
杯
に
な
し
、
疲
勞
の
快
復
度
は
作
業
後
の
お
カ
调
査
に
現
は
れ
て
る
如
く
、
乙
、
丙
に
比
し
恢
役
度 

遅
き
を
は
ら
れ
、
乙
、
両
は
年
龄
甲
よ
り
も
多
、.」た
め
自
己
の
健
力
を
充
分
知
り
て
、
勞
働
作
業
に
從
那
す
る
た
め
勞
カe

耕
一
杯
出
さ
や
、
或
ろ 

程
度
第
カ
5:
制
限
し
て
居
る
た
め
作
業
荊
後
路
同
樣
で
、
疲
努
恢
復
は
甲
に
比
し
早
い
様
に
認
め
ら
れ
た
。

(

11)
 

伐
木
造
材
功
程
と
艘
カ
と
の
關
係

伐
木
造
村
功
程
と
波
力
と
の
題
係
を
柚
夫
別
に
見
る
に
、
甲
は
勒
勉
に
働
き
休
・.&

時
間
も
乙
、
丙
に
比
し
少
く
、
年
齢
若
き
た
め
勞
働
作
業
に
全 

力
を
出
す
た
め
功
程
乙
、
丙
よ
り
も
多
く
、
乙
、
丙
は
甲
に
比
し
年
齢
多
く
休
息
時
關
等
も
多
く
、
自
己
の
應
力
を
充
分
知
り
勞
カ
5:
加
減
し
て
居 

る
た
め
功
程
少
を
も
の
と
思
は
れ
る
。

冬
季
の
林
栗
経
皆
者
に
於
て
伐
木
踏
材
功
程
と
、
閥
カ
と
の
關
係
は
最
も
大
切
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
時
我
喚
に
焚
て
も
漸
く
林
衆
碧
働
の
科 

學
的
硏
究
社
せ
ん
と
す
る
倾
向
が
見
ら
れ
、
時/
<6
下
勞
オ
仁1

足
に:

匿
し
、
益
の
此
の
研
究
の
必
要
を
痛
感
せ
し:y

w

も
の
力
あ
る
。
然
し
此
の 

®

の
研
究
殊
に
伐
木
造
材
功
堤
と
閃•
カ
の
關
係
に
就
て
の
研
究
に
至
っ
て
は,

共
の
調
立
困
難
多
色
爲
施
行
せ
ら
れ
し
も
の
少
く
遺
殴
と
す
る
も
の

听

・ 

1
3  

很
』

1
3

ーー
 

1
3
1  

书

話 

宜

・
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で
あ
る
。
勿
諭
今
回
の
斜
表
に
於
て
も
資
•••/r
備
少
な
る
た
め
密
接
な
る
相
關
關
係
を
知
る
専
が
出
來
な
か
っ
た
が
、
足
ら
ざ
る
點
は
令
後
更
に
研
究 

£

進
め
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る>

(

12)

氣
溫
が
功
程
に
及
ぼ
す
關
係

荻
溫
が
功
程
にA

ぼ
す
豳
係
は
演
測
日
た
め
常
接
な
相
關
圖
係
を
知
る4K

が
出
來
な
か
っ
た
が
、
滲
君
の
た
め
调
査
中
の
觀
測
部
項
を
記 

す
と
第
12
表
の
如
く
で
あ
る
。

済
S

跌 

澄 

立
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ド
拦

即3
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じ

〇
き 2

洛崙

結

び

(1) 

伐
木
造
村
作
■¥<
功
rA
訓
充
並
に
僚
カ
调
夜
は
定
山
溪
出
盛
所
濡
内
定
山
徵
事
業
館
ニ
ニ
ニ
甑m

斑
の
一
都
に
於
て
昭
和
151

1(5•
年
度
實
行 

の
官
行
斫
伐'
JV
業
や
調
義
せ
り
。
’

(2) 

叫
焉
III
探
の
増
火
と
共
にI

石
當
リ
の
伐
倒
及
追
材
時
間
波
少
す
る
上
知
が
、
甲
、
乙
、
内
を
平
均
す
れ
ば
501

55
の
伐
倒
時
間
は4
 

分
质
秒
を.
映
し
、
造
材
時
間
で
は
19
公
1L
秒
を
冬
し
た
。
領|

70
ナ
で
は
伐
倒
““
分
、
造
村
18
分
を
要
し
、
701

806

で
は
伐
倒3

分
、
造
材
13
分 

を
要
し
た
。M
i

落

で
は
伐
倒3

分
、
造
村
L;>
分
05
秒
を
要
し
、
151

1
 

L0
CD
で
は
伐
倒
時
間4

分
()5
秒
、
造
材
時
間.
15
分
:)5

秒
を
要
し
た
。

(3) 

伐
木
造
材
に
於
て
!"
•'
高
改
纏
増
大
と
共
に
勞
働
時
間
増
加
し
、
胸
高
液
徑
5.||

555

の
も
の
に
て
は6

時
||||2

分
を
婴
し
、
90
—m

CT
の 

も
の
に
於
て
は
14
時
間7

分7

秒
を
要
し
、
結
局
四
二

。
九％

増
大
し
た
。

(4) 

柚
夫
の
道
具
別
に
よ
る
劳
伽
時
間
は
甲
全
び
帆
時
繆
比
し
二
八
・
九
四％

将
を
使
用
し
、
 

両
は
二
六
・
四
八％

斧
を
使
用
し
た
。
乙
は 

二
Zし
・
二
九％

鋸
を
使
用L

杵
柚
夫
の
街
隱
の
道
具
を
刊
然
な
ら
し
め
た
。

-
5
 )

作S
W
A

一作
業
後
と
を
姑
る
と
年
齢
若
.,•

・、・
者
程
劳
力
を
精
一
杯
使
用
す
る
た
め
、
造
材
功
程
程
多
くH

對
に
作
業
後
の
疲
勞
顯
著
に
し
て 

乙
、
丙
は
自
己
の
的
力
を
知
え
め
、
 

蒙
に
陷
る
こ
と
な
く
选
杜
功
裸
も
甲
に
比
し
少
く
、
為
に
媒
勞
程
度
少
き
を
示
し
た
。 

(

〇)

果
混
閲
終5

級
洲
日
以
少,

.:
た
め
、
窑
接
な
る
倜
係
な
知
る
由
ん
な
か
っ
た
が
、
吏
に
將
來
天
候
や
船
カ
と
功
程
と
の
県
係
等
に
關
し
て 

緒
套
す
る
陰
定
で
あ
ろ

〔附1

〕

伐
木
造
材
從
談
员
の
體
カ

上
肥
の
圳
套
研
究
の
序
を
W.
て
同
様
期
間
中
调
羞
し
だ.
林
業
夫
、
柚
夫
、
脂
夫
、
敲
仙
夫
、
土
場
捲
夫
等
の
體
力
を
總
括
す
る
と
第
J3
表
及
第2
 

圖
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
勿
為
潔
宜
人
員
も
區
々
で
-11
つ
少
恣
も
の
に
限
ら
れ
た
隔
係
上
、 

是
に
よ
つ-C

全g

類
推
す
る
璃
は
許
さ
れ
な
い 

が
、 

年
跆
に
於
こ
は
柚
夫
か
平
均
42%

说
も
年
牧
・
多
く
‘
馬
夫
の
赛
か
是
に
次
ぎ
、
 

裁
出
夫
が
扱
年
少
で
あ
っ
た
が
、
 

技
術
を
よ
り
多
く
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-
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•
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一
 

3
 
, 

必
要
と
す
る
も
の
程
专
年
で
あ
る
と
訐
ふ
樣
な
關
係
が
伺
は
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。
址
長
は
软
れ
も5

尺3

寸
內
外
で
、
駭
出
夫
が
僅
か
に
低
い
敷 

値
を
示
し
て
る
。
お
冷
は

!,
■)
夫
焼
も
重
く
、
林
栗
夫
及
駭/H

決
か
か
な
か
っ
た
。

背
筋
力
は
土
場
捲
夫
放
高
で
ー
八
八
を
示
し
、
11)
夫-

ヒ
ニ
が
是
に
吹
ざ
、
林
業
夫(

一
六
一)

、
的

夫
2

理
二)

の
願
を
示
し
、
簸
山
夫
の 

ニ
二
ハ
が
飲
小
で
あ
っ
た
。

拥
カ
は
作
右
多
少％

る
が
、
狄
れ
も
右
の
方
が
太
で
あ
っ
た
。
明
夫
の
場
合
は
左
右
艮

を

示
し
た
。
垠
大
は
土
靠
夬
で
、
馬
夫
是
に
次
ぎ
、
 

景
出
夫
、
 

抽
夫
の
噸
を
示
し
た
。

肺
活
批
は
土
場
務
夫
帳
大
で
四
ニ
ー
・
〇
を
示
し
た
が
、
馬
夫
是
に
次
ぎ
、
 

酸
出
夫
、
林
業
夫
は
磁
類
似
し
、
柚
夫
は
故
も
少
く
三
二〇

七
を
示
し 

た
。 

•

血
傑
は
柚
夫
ー
三
八
转
?.'ii
で
、
崎
夫
一
三
四
Ji
に
次
ぎ
、
粮
出
夫
、
土3

捲
夫
、
林
業
夫
の
頤
で
林
業
夫
は
最
小
で
あ
っ
た
が
、
土
揚
捲
夫
と
の 

蓬
は
僅
ゆ
で
お
っ
た
。
是
は
又
そ
の
生
脸
の
平
均
と
も
關
係
の
あ
る
こ
と
は
明
か
な
樣
で
あ
る
。 

一
 

〔
附2

〕

本
州
柚
夫
と
北
海
道
袖
夫
と
の
造
材
功
程
比
較 

ー
 

本
州
と
北
盗
と
の
灿
夫
の
追
材
功
很
在
比
較
し
て
見
た
の
に
曾
我
の
如
く
で
あ
る
。 2

月
を
除
い
て
は
一
般
に
本
州
柚
夫
の
劫
程
は
北
海
道 

柚
夫
の
ミ
れ
を
波
弱
し
て
ゐ
る
。
尙3

に
本
州
柚
夫
の
功
程
下
り
し
は
北
海
道
柚
夫
の
伐
採
木
上
り
椎
級
細
く
、
た
め
に
功
程
掛
ら
ざ
る
も
の
と 

思
は
る
る
。 

• 

, 

.• 

• 

\

.

——

•<■*
 

貯
和
15
年
1()
月
か
ら
16
推2

月
の
冬
山
終
了
期
|!||
迄
の
總
合
計
ぷ
る
と
本
州
柚
夫
の
一
六
九
二•

一
五
石
券
し
て
北
海
道
抽
夫
は
一
四
六
八 

•

六
五
石
で
あ
る
。
作
業
に
対
す
ろ
巧
拙
の
關
係
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

:g

涕+
A

------39 --------



(

一S-
地-
=•
质n

目 d
l
A

請
cf̂

s

s

M

當

 

・

亍_ Rl

第2圖 勞務者別身龍狀況⑴

® 嶙

夫夫夫夬夫 夫夫夫夫夫 丄贖

土
掛
魅
夫 

鮫
出
央 

林
業
舟 

土
掛
推
夫

•一 30 —-


